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「
思
い
出
の
一
端
」（
抜
粋
・
編
集
）

初
代
校
長

高
井
三
郎

大
正
時
代
の
手
師
学
尋
常
小
学
校
で
の
思
い
出

（
注
：
大
正
６
年
５
月

日
、
手
師
学
特
別
教
授
場
か
ら
手
師
学
尋
常
小
学
校
に
改
称

14

高
井
三
郎

大
正
７
年
６
月
１
日
～
大
正

年
８
月

日

12

31

大
正
７
年

手
師
学
附
属
隈
川
教
授
場
設
置
、
通
学
区
分
離
）

（
略
）
校
庭
に
大
き
な
桂
の
木
が
あ
り
、
遠
く
か
ら
学
校
の
位
置
を
示
し
て
く
れ
た
。
休
み
時
間
に
は

子
ど
も
た
ち
３
～
４
人
と
そ
の
大
木
を
囲
ん
で
色
々
な
教
訓
を
話
し
た
あ
の
桂
の
木
は
懐
か
し
い
。

そ
の
当
時
、
教
科
書
（
国
定
）
購
入
の
た
め
常
呂
村
市
街
の
山
田
書
店
（
注
：
山
田
開
進
堂
）
ま
で
歩

い
て
行
っ
た
も
の
で
す
。
１
冊
の
価
格
は
５
銭
く
ら
い
だ
っ
た
と
思
う
。
途
中
の
道
が
悪
く
、
山
田
さ
ん

に
お
願
い
し
、
馬
で
手
師
学
（
日
吉
）
ま
で
１
日
が
か
り
で
来
て
も
ら
い
、
熊
の
心
配
も
い
く
ら
か
楽
に

な
り
ま
し
た
。

熊
と
い
え
ば
、
夕
方
風
呂
に
入
っ
て
い
る
と
、
毎
日
決
ま
っ
た
よ
う
に
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
は

じ
め
は
大
き
な
「
犬
の
遠
吠
え
だ
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
吉
村
さ
ん
と
い
う
人
に
犬
で
は
な
く
熊
だ

よ
と
言
わ
れ
て
急
に
寂
し
く
な
っ
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
の
こ
と
が
気
に
な
り
、
兄
弟
や
近
所
の

子
ど
も
た
ち
と
集
団
で
行
動
す
る
よ
う
強
く
話
を
し
た
。

そ
の
頃
の
子
ど
も
た
ち
は
、
道
を
歩
き
な
が
ら
で
も
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
を
取
っ
て
き
た
と
い
っ
て
、
よ
く
事

務
室
に
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。
学
校
と
い
っ
て
も
事
務
室
１
、
教
室
１
で
、
読
み
方
、
算
術
、
修
身
、
唱

歌
、
体
操
な
ど
と
分
か
れ
て
い
た
が
、
唱
歌
な
ど
は
私
が
歌
っ
た
後
に
続
い
て
歌
う
本
当
の
唱
歌
で
、
オ

ル
ガ
ン
も
小
さ
い
の
が
１
台
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
が
、
音
の
で
な
い
鍵
盤
が
あ
っ
て
、
今
の
人
か
ら

見
る
と
こ
っ
け
い
な
こ
と
と
思
う
で
し
ょ
う
が
、
当
時
は
そ
れ
な
り
に
指
導
案
を
書
い
て
授
業
を
し
た
も

の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
も
実
に
素
直
で
良
く
働
き
、
が
ま
ん
強
く
、

年
の
立
派
な
歴
史
の
基
に
な
っ
て

60

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。（
略
）

『
日
吉
小
学
校

周
年
・
日
吉
中
学
校

周
年
記
念
誌
』
（
昭
和

年

月
発
行
）
掲
載
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